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商品市況展望  

平成 25 年 10 月 6 日記 

 

1111 日が期限だった米暫定予算案について政府・上下院議会は妥協できず、法案は成立しなかっ日が期限だった米暫定予算案について政府・上下院議会は妥協できず、法案は成立しなかっ日が期限だった米暫定予算案について政府・上下院議会は妥協できず、法案は成立しなかっ日が期限だった米暫定予算案について政府・上下院議会は妥協できず、法案は成立しなかっ

たたたた。そのために一部の米政府機関が閉鎖の事態に追い込まれているそのために一部の米政府機関が閉鎖の事態に追い込まれているそのために一部の米政府機関が閉鎖の事態に追い込まれているそのために一部の米政府機関が閉鎖の事態に追い込まれているのは、すでに新聞・テレビ

で大々的に報道されているゆえご存知の通りの話だろう。 

重要な経済指標である 4 日の米雇用統計発表予定は延期され、市場ではこの事態に対する長市場ではこの事態に対する長市場ではこの事態に対する長市場ではこの事態に対する長

期化への懸念が広がっている期化への懸念が広がっている期化への懸念が広がっている期化への懸念が広がっている。とは言っても、週末の NY ダウは多少反発して終わっており、

当方のように｢どうせ、どっかで妥協するのだろう！｣という楽観論もまた根強いようだ。 

 

ただし現在市場が一番懸念しているのは、10101010 月月月月 17171717 日に日に日に日に迫った迫った迫った迫った米連邦債務上限引き上げの期限米連邦債務上限引き上げの期限米連邦債務上限引き上げの期限米連邦債務上限引き上げの期限

であるであるであるである。これが通らないとこれが通らないとこれが通らないとこれが通らないと米国債の借り換えができなくなり、米国債はデフォルト（債務不履米国債の借り換えができなくなり、米国債はデフォルト（債務不履米国債の借り換えができなくなり、米国債はデフォルト（債務不履米国債の借り換えができなくなり、米国債はデフォルト（債務不履

行）に陥る行）に陥る行）に陥る行）に陥る。結果、世界経済への影響は甚大となり、リーマンショックを凌ぐ破滅的な影響が結果、世界経済への影響は甚大となり、リーマンショックを凌ぐ破滅的な影響が結果、世界経済への影響は甚大となり、リーマンショックを凌ぐ破滅的な影響が結果、世界経済への影響は甚大となり、リーマンショックを凌ぐ破滅的な影響が

出る出る出る出るかもしれないかもしれないかもしれないかもしれない。 

おそらくおそらくおそらくおそらく株式市場株式市場株式市場株式市場やややや商品市場は商品市場は商品市場は商品市場は大暴落大暴落大暴落大暴落するするするするだろうし、特に新興国市場は壊滅的な被害を受けだろうし、特に新興国市場は壊滅的な被害を受けだろうし、特に新興国市場は壊滅的な被害を受けだろうし、特に新興国市場は壊滅的な被害を受け

るだろうるだろうるだろうるだろう。 

 

だが、デフォルトだが、デフォルトだが、デフォルトだが、デフォルト＝債務不履行が起きたら、＝債務不履行が起きたら、＝債務不履行が起きたら、＝債務不履行が起きたら、その瞬間にドルもその瞬間にドルもその瞬間にドルもその瞬間にドルも米国米国米国米国債も紙くずになる的な債も紙くずになる的な債も紙くずになる的な債も紙くずになる的な話話話話

も聞くが、それはも聞くが、それはも聞くが、それはも聞くが、それは全くの間違いだ全くの間違いだ全くの間違いだ全くの間違いだ。そんな事には絶対ならない。今回のデフォルトは、一時的今回のデフォルトは、一時的今回のデフォルトは、一時的今回のデフォルトは、一時的

な利払いの遅延に陥るという事な利払いの遅延に陥るという事な利払いの遅延に陥るという事な利払いの遅延に陥るという事であり、｢借りてるカネの支払いを、ちょっと待ってくれ｣と中小

企業のオヤジが銀行に頼むような話で、それ以上でもそれ以下でもない。 

というか、カネがなくて待ってくれという中小企業のオヤジ話じゃなく、今回のデフォルトは

単なる手続き上の問題だから、例えるなら｢嫁さんが銀行に振り込むのを忘れたから、明日まで

待ってくれ！｣というような話かもしれない。 

 

だが相手は中小企業のオヤジではなく、世界で一番信用のある格付けトリプルAの米国債だ。

万が一デフォルトとなれば（それが単なる一時的な利払いの遅延だとしても）、格付け会社が米

国債の格付けを引き下げるかもしれない。これが大問題に発展するわけだ。 

AAA の米国債の格付けが引き下げられれば、後は玉突きのように他のモノも格下げとなり、

最終的には欧州の経済的に弱い国や、新興国に壊滅的な打撃を与える事となるのは必至だ。 

そうなると、そうなると、そうなると、そうなると、特にレバレッジの効いたリスク資産は縮小を余儀なくされるため、特にレバレッジの効いたリスク資産は縮小を余儀なくされるため、特にレバレッジの効いたリスク資産は縮小を余儀なくされるため、特にレバレッジの効いたリスク資産は縮小を余儀なくされるため、株株株株やややや商品は商品は商品は商品は

暴落暴落暴落暴落するするするする。だがだがだがだがドルはドルはドルはドルは逆に逆に逆に逆にリスクヘッジで急騰リスクヘッジで急騰リスクヘッジで急騰リスクヘッジで急騰するするするするかもしれないかもしれないかもしれないかもしれない。 

 

ただし円は元々強い通貨なのだから、やはり円高バイアスがかかる可能性はある。そうなると

アベノミクスのデフレ脱却は困難になる。消費税は上がってしまったのに給料は上がらないどこ

ろか、国内工場は更に海外移転が進む、ということになってしまうかもしれない。 

 

という事で、とにかく前々から期限はわかっている話なのだから、グダグダやっていないでと

っとと法案通せよ！という話だ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \4,219 6 \4,225 12 

10 月 1 日 \4,213 -6 \4,217 -8 

10 月 2 日 \4,063 -150 \4,061 -156 

10 月 3 日 \4,126 63 \4,126 65 

10 月 4 日 \4,125 -1 \4,124 -2 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『金相場は歴史的な天井をすでに打ち、大勢では下落トレンドに

なっている事は間違いないだろう。しかしこのところは、弱気を唱える向きが普通となってきて

いるため、一時的には逆の目が出る事を期待している』とコメントした。 

今週の相場展開は、一段安となった相場が 4,0374,0374,0374,037 円（円（円（円（10/210/210/210/2）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。米財政協議の難航が相

場に影を落とす展開で、大きく値を消す事となった。 

 

先物先物先物先物 8888 月限は、一代安値の更新である月限は、一代安値の更新である月限は、一代安値の更新である月限は、一代安値の更新である。もっともそれ以外の限月は、6 月に 3,700 円台まで下

げた経験を持つため、9 月に 4,500 円台まで上がった分が”往って来い”したという話で、まだ

大暴落をしたというほどの相場ではない。 

だがゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスを始めを始めを始めを始め、、、、シティグループシティグループシティグループシティグループややややモルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレーらも次々と来年らも次々と来年らも次々と来年らも次々と来年

の金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しを引き下げてゆく中、価格が下落傾向となるのは相場の必然だろうを引き下げてゆく中、価格が下落傾向となるのは相場の必然だろうを引き下げてゆく中、価格が下落傾向となるのは相場の必然だろうを引き下げてゆく中、価格が下落傾向となるのは相場の必然だろう。少なくと

も現在の状況下で、新たに金を買おうとする勢力が出づらいのは事実。 

ともかく先週号でコメントしたが『4,132 円を割り込むようなら売りの相場と考えている』と

いう相場観は、現実にそれを割り込んで下落に拍車が掛かっているのが事実ゆえ、当面戻り売り当面戻り売り当面戻り売り当面戻り売り

のスタンスを継続する以外にはあるまいのスタンスを継続する以外にはあるまいのスタンスを継続する以外にはあるまいのスタンスを継続する以外にはあるまい。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,125 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,125 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,130 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,127 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,121 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \\\\4,0374,0374,0374,037    10101010 月月月月 2222 日日日日    \4,124 

 

〇NY 金週足 

…削除済み… 

10/410/410/410/4 のののの NYNYNYNY 市場では、前市場では、前市場では、前市場では、前日比日比日比日比 7.77.77.77.7 ドルドルドルドル安安安安のののの 1309.91309.91309.91309.9 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。米共和党の一部が、態度を

軟化させてドル高になった事から売られた。 
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もっとも 10/1～10/2 の急落時には、…中略…  

今週は大勢の相場を見るために、2010 年からの週間足をアップしたわけだが、2010201020102010 年～年～年～年～11111111 年年年年

までの上げ相場、までの上げ相場、までの上げ相場、までの上げ相場、2012201220122012 年の高値保合い相場を経て、年の高値保合い相場を経て、年の高値保合い相場を経て、年の高値保合い相場を経て、2013201320132013 年は下落相場に転じている年は下落相場に転じている年は下落相場に転じている年は下落相場に転じているのが良くわ

かる格好だ。 

現状のチャートで、相場はまだ上げトレンドですと判断する輩がいるわけがない状況であり、

そのうち 1000 ドル辺りまで下げると判断するのが普通だろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 10/110/110/110/1 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、未発表。米国の政府機関の一部停止

に伴い、CFTC の発表まで無くなった。つまり市場は、五里霧中の中に居るわけだ。 

 

またまたまたまた 10/410/410/410/4 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

つまり現状では、この米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないわけで、この米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないわけで、この米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないわけで、この米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないわけで、

金市場はそれを強材料視はしていないという事である金市場はそれを強材料視はしていないという事である金市場はそれを強材料視はしていないという事である金市場はそれを強材料視はしていないという事である。 

 

結論として当方の相場観は、戻り売りの相場展開に変化はないだろう。現在の米財政問題も金

市場には強材料としては働いておらず、現状では騰がる材料が見当たらない状況である。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \4,500 -3 \4,515 -5 

10 月 1 日 \4,457 -43 \4,478 -37 

10 月 2 日 \4,371 -86 \4,382 -96 

10 月 3 日 \4,382 11 \4,393 11 

10 月 4 日 \4,344 -38 \4,355 -38 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『重要なポイントを下にブレイクした事によって、相場は

完全に戻り売りへと変化しただろう。戻りはあっても 4,600 円台であろうとの判断である』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、全く戻りもなく相場は一段と下落。週末には 4,3024,3024,3024,302 円（円（円（円（10/410/410/410/4））））の安値まで

記録である。 

    

ポイントとしていたポイントとしていたポイントとしていたポイントとしていた 4,5404,5404,5404,540 円円円円をををを完全に割り込完全に割り込完全に割り込完全に割り込んだ相場は、んだ相場は、んだ相場は、んだ相場は、4,9564,9564,9564,956 円（円（円（円（9/49/49/49/4））））→→→→4,3024,3024,3024,302 円（円（円（円（10/410/410/410/4））））

までまでまでまで 654654654654 円円円円の下落中であるの下落中であるの下落中であるの下落中である。 

チャートでは、次の次の次の次の下値支持線は下値支持線は下値支持線は下値支持線は 4,2744,2744,2744,274 円円円円であり、それを割ると 6 月安値の 4,125 円がターゲ

ットとなる。逆に、敢えてここが底になって戻るケースを想定するならば、日柄ではすでに一ヶ

月間の下落を演じており、相対力指数も相対力指数も相対力指数も相対力指数も 30303030 ポイント割れを記録ポイント割れを記録ポイント割れを記録ポイント割れを記録。戻りがあるとすれば、ブレイ

クポイントの 4,540 円辺りという事になるだろう。 

また材料としては、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,344 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,342 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,341 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,347 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,350 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \\\\4,3024,3024,3024,302    10101010 月月月月 4444 日日日日    \4,355 

 

〇プラチナ－金価格差週足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,355355355355 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4444,,,,124124124124 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝231231231231 円円円円。またサヤは縮小した。 

…中略…  

 

結論として当方の相場観は、目先は一時的な反発があってもおかしくないところに差し掛かっ

たが、戻りは 4,500 円台までと想定する。そこはまた売り場となり、戻り売り相場は継続するだ

ろう。 



 5 

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン週足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \23,370 -990 \24,820 -190 

10 月 1 日 \23,100 -270 \24,570 -250 

10 月 2 日 \22,920 -180 \24,310 -260 

10 月 3 日 \23,400 480 \24,450 140 

10 月 4 日 \23,510 110 \24,290 -160 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『戻り売り一貫の相場展開に変化無しである。年内の買い目は全く無い相場

である、との見方である』とコメントした。 

今週の相場展開は、続落した相場が 24,19024,19024,19024,190 円（円（円（円（10/310/310/310/3）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。まだ 8 月の安値は切ってい

ないが、当先ほか当先ほか当先ほか当先ほか 4444 限月で一代安値の更新限月で一代安値の更新限月で一代安値の更新限月で一代安値の更新であり、実質的には安値の更新中の相場と言える。 

 

ファファファファンダメンタルズから今年のコーンには買い目は無いのだンダメンタルズから今年のコーンには買い目は無いのだンダメンタルズから今年のコーンには買い目は無いのだンダメンタルズから今年のコーンには買い目は無いのだ、とずっとコメントして来てい

るわけだが、今の限月は売りっぱなしにしておき、さてどの辺から次の展開を考えたら良いのか

という事で、今週は週足をアップしてみた。 

これを見てわかるとおり、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \\\\22,85022,85022,85022,850    10101010 月月月月 1111 日日日日    \23,510 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \\\\23,35023,35023,35023,350    10101010 月月月月 3333 日日日日    \23,560 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \24,230 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \\\\23,50023,50023,50023,500    10101010 月月月月 3333 日日日日    \23,600 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,990 8 月 13 日 \24,160 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \\\\24,19024,19024,19024,190    10101010 月月月月 3333 日日日日    \24,290 

 

〇シカゴコーン週足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 10/410/410/410/4 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、12121212 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 4.004.004.004.00 セントセントセントセント高高高高のののの 443.25443.25443.25443.25 セントセントセントセント。 

…中略…  

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC ののののポジション報告は、米政府機関の停止で未発表であるポジション報告は、米政府機関の停止で未発表であるポジション報告は、米政府機関の停止で未発表であるポジション報告は、米政府機関の停止で未発表である。 

  

結論として当方の相場観は、11 月くらいから買いを考えたいので、そこまでになるたけ下が

ってもらいたい。今はただそう思うだけ。 
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〇東京大豆週足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \55,600 -1300 \52,370 -420 

10 月 1 日 \53,800 -1800 \51,950 -420 

10 月 2 日 \51,500 -2300 \51,670 -380 

10 月 3 日 \52,180 680 \52,060 490 

10 月 4 日 \52,180 0 \51,870 -190 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『急騰するほどの相場ではないと見るが、突っ込みは買いで良いだろう。大

豆買い・コーン売りが良しと見ているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、続落した相場が 51,48051,48051,48051,480 円（円（円（円（11110/30/30/30/3）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。先物のみは一代安値の更新先物のみは一代安値の更新先物のみは一代安値の更新先物のみは一代安値の更新

となった。 

 

こちらも週足をアップしたわけだが、…中略…  

当方が買い狙いたいのは来年の新穀であり、それは 2015 年 2 月限という事になる。それが 4

万円台だったらな、という事だ。まだその発会は、当分先の話であるが。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \47,300 

11 月 13

日 

\52,180 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \59,950 9 月 13 日 \48,450 1 月 9 日 \53,730 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \57,300 9 月 13 日 \48,960 8 月 8 日 \53,540 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \60,000 9 月 4 日 \49,850 5 月 2 日 \54,220 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \52,350 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \55,270 9 月 4 日 \\\\51,48051,48051,48051,480    10101010 月月月月 3333 日日日日    \51,870 

 

〇シカゴ大豆週足 

…削除済み… 

 週末週末週末週末 10/410/410/410/4 のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、11111111 月限では月限では月限では月限では 6.756.756.756.75 セントセントセントセント高高高高のののの 1295.001295.001295.001295.00 セントセントセントセント。こちらも週足をア

ップしたが、底値は 10 ドル台、天井は 15 ドル以上という事になる。 

…中略…  

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC のポジション報告は未のポジション報告は未のポジション報告は未のポジション報告は未発表発表発表発表。カネが支払われないと仕事をしないというわけで、ア

メリカらしい（笑） 

 

結論として当方の相場観は、しばらく様子見である。今は売りたくも無し、買いたくも無しだ。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  10 月限（先限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 251.1 -5.0 265.7 -4.5 

10 月 1 日 247.5 -3.6 260.9 -4.8 

10 月 2 日 244.7 -2.8 256.5 -4.4 

10 月 3 日 245.3 0.6 256.9 0.4 

10 月 4 日 242.8 -2.5 254.3 -2.6 

先週号においては『売り方針への転換から 20 円超の下落となっている相場であり、すでに天

井を打ったとの判断である。まだ下げはこれからであろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には 253.8253.8253.8253.8 円（円（円（円（10/410/410/410/4）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。先週に引き続き、先物先物先物先物 2222 本が一代本が一代本が一代本が一代

安値の更新安値の更新安値の更新安値の更新となった。 

 

売り方針はズバリの展開であり、売り方針はズバリの展開であり、売り方針はズバリの展開であり、売り方針はズバリの展開であり、今週もまた安値の更新である今週もまた安値の更新である今週もまた安値の更新である今週もまた安値の更新である。完全に W トップを打った相

場は、…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 242.8 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 244.5 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 247.0 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 249.8 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 251.2251.2251.2251.2    10101010 月月月月 4444 日日日日    252.0 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 278.5 9 月 25 日 253.8253.8253.8253.8    10101010 月月月月 4444 日日日日    254.3 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、10 月限 242.8 円～3 月限 254.3 円と 11.11.11.11.5555 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は縮小気味だ

が、10 円以下には詰まらないのでは？ 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、9/30 現在で 201 トン減の 4,507 トン。5,000 トンを割り込んでも在庫は

まだ減っているが、全く国内の需給逼迫が騒がれる気配はない。つまりはそもそもタイヤ工場は

海外に移転済みで、国内には大した需要がないのかも。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、1…中略…  

 

 結論として当方の相場観は、戻り売り相場に変化無しであろう。最大戻しても 270 円どころで

あろうし、底値は全限一代安値を更新してからの判断であると考えている。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油週足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『中東情勢のリスク低下と米財政問題は弱材料。大暴落するかどうかまでの

判断は付かないが、目先はまだ下がっても不思議ではない。戻り売り方針である』とコメントし

た。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 102102102102 ドル台まで下落ドル台まで下落ドル台まで下落ドル台まで下落。週末 10/4 は、前日比 0.53 ドル高の 103.84103.84103.84103.84

ドルドルドルドルと若干反発しての終了である。 

    

今週は週足をアップした。ここ数年、ここ数年、ここ数年、ここ数年、110110110110 ドル台は天井であるが、下げてもドル台は天井であるが、下げてもドル台は天井であるが、下げてもドル台は天井であるが、下げても 80808080 ドドドドル程度までル程度までル程度までル程度まで

しか下がらない高原相場が続いていると言えるしか下がらない高原相場が続いていると言えるしか下がらない高原相場が続いていると言えるしか下がらない高原相場が続いていると言える。 

とにかくこの夏場には、シリアへの米軍攻撃の話題で 112 ドルまで上がったわけで、その後の

中東情勢を見れば、やはりそれは天井だったと考えるのが妥当だろう。大暴落するかどうかには

疑問もあるものの、やはり 80 ドル台に向けて相場は下落中と考えるのが自然だ。 

…中略…  

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略…  

 

また CFTCCFTCCFTCCFTC の建て玉報告は、米政府期間の停止で未発表の建て玉報告は、米政府期間の停止で未発表の建て玉報告は、米政府期間の停止で未発表の建て玉報告は、米政府期間の停止で未発表。いつ発表されるかのスケジュールは

決まっていない。 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \67,630 -70 \62,100 -1180 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

10 月 1 日 \64,440 380 \62,000   

10 月 2 日 \64,400 -40 \61,860 -140 

10 月 3 日 \64,910 510 \62,490 630 

10 月 4 日 \64,760 -150 \62,110 -380 

東京原油は、61,63061,63061,63061,630 円円円円（（（（10/210/210/210/2））））までまでまでまで安値の更新安値の更新安値の更新安値の更新となり、その後は小反発となり、その後は小反発となり、その後は小反発となり、その後は小反発。まだ下げトレンド

が続いている状態だ。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは一目均衡表の一目均衡表の一目均衡表の一目均衡表の雲の雲の雲の雲の下に抜けつつあるところだが下に抜けつつあるところだが下に抜けつつあるところだが下に抜けつつあるところだが、最近のパターンは抜けたとこ最近のパターンは抜けたとこ最近のパターンは抜けたとこ最近のパターンは抜けたとこ

ろで反発が始まるろで反発が始まるろで反発が始まるろで反発が始まる。 

天井の 66,75066,75066,75066,750円（円（円（円（8/288/288/288/28）からはすでに）からはすでに）からはすでに）からはすでに5555,000,000,000,000円円円円超超超超のののの下落下落下落下落だが、戻ってもまた売られてあと3,000

円ほどは下げるのではあるまいか？ チャートの線形からはそう読める。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
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東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \69,800 9 月 4 日 \57,370 4 月 18 日 \\\\67,63067,63067,63067,630    

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \68,530 9 月 9 日 \57,510 5 月 2 日 \64,760 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \63,690 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \67,170 9 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \63,120 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \62,740 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \66,380 9 月 6 日 \\\\61,83061,83061,83061,830    10101010 月月月月 1111 日日日日    \62,400 

2014 年 3 月 \\\\62,52062,52062,52062,520    10101010 月月月月 1111 日日日日    \\\\62,89062,89062,89062,890    10101010 月月月月 4444 日日日日    \\\\61,63061,63061,63061,630    10101010 月月月月 2222 日日日日    \62,110 

  

結論として当方の相場観は、戻り売り方針継続の相場であろう。6 万円割れの後に、底値形成

のチャートとならなければ買い方針に転換する気にはならない。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \75,560 -930 \74,920 -1260 

10 月 1 日 \75,670 110 \74,790 -130 

10 月 2 日 \75,340 -330 \74,390 -400 

10 月 3 日 \75,220 -120 \74,550 160 

10 月 4 日 \74,500 -720 \74,140 -410 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『78,000 円台は当面の天井であり、大きな上昇は無いだろう。よって戻り

売りだが、スポット価格よりは割安であるため、突っ込みは利食い買い戻しを入れるのがベター

な作戦であると思われる。玉の無い向きば、休むも相場がもっとベターか』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの大きく下落して下げトレンドが継続する中、74,01074,01074,01074,010 円（円（円（円（10/310/310/310/3））））

までの安値を記録した。 

 

W トップを形成して天井を打った相場は、現在は一目均衡表の雲の下に出ようとしている姿だ。

現状では 78,87078,87078,87078,870 円（円（円（円（8/288/288/288/28）で天井を打った姿）で天井を打った姿）で天井を打った姿）で天井を打った姿であり、現在は 4,000 円超の下落中だ。ガソリン

相場は 4,000 円を一つのサイクルとするケースが多く、今はそれで止まっていないのだから、底底底底

値は値は値は値は 8,0008,0008,0008,000 円下げの円下げの円下げの円下げの 7777 万円程度になるのでは？万円程度になるのでは？万円程度になるのでは？万円程度になるのでは？    

現状では、そんな風に考えている。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \79,060 9 月 6 日 \68,030 5 月 2 日 \74,500 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \73,910 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \73,300 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \72,960 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \\\\74,00074,00074,00074,000    10101010 月月月月 3333 日日日日    \74,160 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \76,500 9 月 27 日 \\\\74,01074,01074,01074,010    10101010 月月月月 3333 日日日日    \74,140 

 

10/410/410/410/4 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

9/9/9/9/22228888 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、チャートは下げトレンドの継続を示しており、ざっくりあと

4,000 円程度は下げても不思議ではないと考える。だがスポット価格からは割安であり、どうも

それが気になって売りづらい相場である。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

9 月 30 日 \77,680 -730 \74,690 -1150 

10 月 1 日 \77,700 20 \74,730 40 

10 月 2 日 \77,480 -220 \74,490 -240 

10 月 3 日 \78,200 720 \74,790 300 

10 月 4 日 \77,980 -220 \74,550 -240 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『相場動向は冬場の天候次第だが、高い限月である 1 月.2 月限の押し目買

い、安い限月である 4 月限の戻り売りという戦略で臨みたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け急落した相場は 74,13074,13074,13074,130 円（円（円（円（10/310/310/310/3）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。先物先物先物先物 2222 本が一代安値本が一代安値本が一代安値本が一代安値

の更新中の更新中の更新中の更新中である。 

 

先物 2 本が逆ザヤで下落するのは、それが 3 月限、4 月限という需要期明けの限月なのだから

当然である。 

サヤが詰まれば、先物を売って中物を買う作戦が良しなのだが、難点はかつてと違って板が薄

いこと。自分の思った価格では約定させることができないわけで、こうなると相場屋は陸に上が

ったカッパである。 

全く困った市場になってしまったわけだが、それも時代の流れであろう。昔の板寄せ取引の方

がよほどマシだと思うわけだが、今となっては場立ちなど全部リストラされて居ないわけで、も

う古き良き時代には戻れないという事だ。 

 

一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \80,600 9 月 9 日 \69,850 5 月 2 日 \77,980 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \81,200 9 月 9 日 \71,580 6 月 14 日 \78,150 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \81,300 9 月 9 日 \72,650 6 月 27 日 \78,010 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \81,270 9 月 9 日 \74,130 8 月 9 日 \77,640 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \81,010 9 月 9 日 \\\\75,97075,97075,97075,970    10101010 月月月月 3333 日日日日    \76,550 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \76,180 9 月 27 日 \\\\74,13074,13074,13074,130    10101010 月月月月 3333 日日日日    \74,550 

 

10/410/410/410/4 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

9/9/9/9/28282828 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、1 月限・2 月限は大きく下がったら突っ込み買い。逆に 3 月限・4

月限は戻したら売りでの対処であり、全体としてはやや弱い横ばい傾向であると見るが、サヤの

拡大はあっても良いだろうとの見方である。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

今週のドル/円相場のチャートは、2010 年から 4 年ほどの週足をアップしてみた。急激に円安

が進んだ相場が、5 月からは三角持ち合いに入っている事が良くわかる格好だ。 

    

なお来週の主な予定は、…中略…  

 

〇日経 225 日足 

…削除済み… 

 今週の日経平均相場のチャートは、週足でのアップとしてみた。現在の三角持ち合いの頂点は、

もうあと 2～3 週で到達する。 

 当然そのあとは、どちらかに抜けてゆくのであるが、チャートパターンではこの三角持ち合い

は、下から上げて来てのペナント形成であるため、教科書的にはまた上に行くと見るのが普通で

ある。（逆に上から下げてのペナント形成は、また下に放れると判断する） 

 米国がデフォルトでも起こさない限りはそうなると思うのだが、相場であるゆえ誰もが手放し

で安心する状況であるとも言えないわけだ。相場観というのは、千差万別ゆえに。 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

今週は NY ダウも週足でのアップだ。週末 10/4 の NY ダウは、前日比 76 ドル高と反発して

15,000 ドル台は回復。今のところ米財政問題は、そんなに大事にはまだなっていない。 

もっともこのチャートでの相対力指数の判断では、指数の三段逆行の形成から下げ始めている

わけで、天井形成から 14,000 ドル割れまでの下落はあっても不思議ではないという風に読めな

くもない。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


